




ムバトさん





こころの南海　魔法の島　ここがぼくらの ふぉこ だから



セルゴーさん＆サナクさん





騎竜民族　朝支度をする、新人くん



ミナクモさん





夢の奥に住む竜王 二太子に仕え たたかうお医者さん



ククロスさん





眠りが夢か　姿かえての 散歩が夢か



ギルシャクさん





鳥の仮面は　空想古代の舞い手



ドラクリアさん





甘い声で願いを叶え 願わなかったぶんの 生命を喰らう



イムダジさん

礼儀正しい山村の先生　じつは孤高に戦う 忍びの戦士



ニトバスさん

 
おきらく きまま　後悔の記憶を渡る 夢先案内人



モッケさん

ふくろうが一羽　むなしすぎる夜をみている



ニトトさん

 
蟻と獅子　どちらでもないけど、どちらでもある だからこそ　行こう



フラテーヴさん

水草水槽に　ある日竜宮が 出来ていた



ヴァンドルフェンさん

雪雲に どこまでゆくのか　まぼろしの 鳥列　響き残る声



スペラクスさん

今も古代　畏怖と恩恵　異様もまた、護り



クハネさん

出土した鬼人形　学生さんに寄生して　現代見物中



スタヴィクさん

ぼくは一部で　ぼくも迷宮



ヤコウさん

迷い道　闇の山野　彩色の蝶が 魅惑の茶へと誘う　



サテルバさん

こちらＥＨ００５０　航行順調　故郷の密林の彩りは あのままの絶景かい？　　



アプラノスさん

海底銀河　いまや塵の楽園王国よ　いまだ幽かに　記憶たずさえ



マクピタバルさん

 
脅威と恩恵　畏怖と神秘の　山の巨人



ニワツさん＆ハタモさん

秘する里　地と水をたたえ 恵みをうけて生きる師弟



ミッセさん

きまま　やんちゃな　泉の乙女



イチマルさん

事件の謎を 胡桃パン片手に トンデモ推理　ちっちゃな自称探偵さん



モドさん

 
憂う蜥蜴の占う　ゆめかうつつか ひかりとかげ



ニシマさん

尻尾の仙桃 ふわふわ毛並み　癒しと護拳　名うての先生



ラグさん

牧野の花と鳥を愛で　地を耕しては　思い人を待つ



コロリアさん

僕は ほんとは いない から



サムタリさん

熱帯の森の花々　舞い飛び 歌い　情熱はかなき 極彩色



ジルファンさん

生物と伝説のはざま　歌で話し 長い舌で木の葉巻き　歩いた後は真円形



ルシノさん

陽気で大らか　雲おりた友を思う　踊り手 兼 服職人　



ジャディレクさん

 
孤独もまた　安らぎと　滅んだものを鎮める 旅を続ける



モルティノンさん

培養液ごし　硝子越し　人々のふしぎを　漂い飛ぶ



ドゥルスさん

甘い毛色に似合うもなしも　夜目きく狩り手　冒険家



ヨフセさん

たえることなく　形を変えつつ　どこでもない夜に浮かぶ



ヴェズローさん

凍える深海の闇に棲み　ときには眩い陸も 遊行する



ベルフさん

みずみずしい野草大好き のんびり旅人　断崖も蹄で 越えて行く



ラノアフさん

宮廷の 世界温室植物園　すみついた竜 いまでは先生



エフシルさん

たゆまぬ努力と 集中力と夢　”ヒトのいた世界”と 発掘しつつ邂逅する



ヒロウスさん

きずつき はてた　なもなきもので　できている



オトさん

遠見の珠ごし のったりと　思いを馳せる 竜宮姫



ナヴォルダルさん

砕け沈んだ古代船と 荒れ狂う野心が 育てた海怪　子守唄に眠る



コルネビさん

魔法研究の果て　姿変わり果て　せかいをつくる 粒を識る



セインさん

古戦場の野に祈り　空遥か 跳んだ



ティオスさん

かわいい わが仔　わたしのかわりに 麗しき都市　造っておくれ



スフルカンさん

水と空の恵み　いのらば この翼ある蛇　はぐくもう



ミグラブさん

知性と ずっこけ　使い魔の先生



おチミさん

げんきな奥さん　妖怪女将



スペルタさん

古地図の海で　とびはねた



リヴェスタルクさん

何者をも寄せぬ白銀の野に 花を呼び来る 春の王



キマイヤさん

厳格で温かな　雪の帝国生まれの 世話係



メタピソさん

あれこれ混ぜて とろとろと　へんなもの つくる、創造の精霊　



ゴバイレさん

地層の荒野に彷徨い　頑強で物静かな 建築生物に 出会った　



ニフタタさん

進化の枝の旅の道どこか　変わり者の歩む、光陰の叉路



パーテルさん

もう 戻れぬ航路　誰も未だ見ぬ　おおいなる謎と出会った



奥付

ｺｺﾛびと ふぇすたむ　2016まとめっ

http://p.booklog.jp/book/103817
今年もｺｺﾛびと、つどいました。

 
夢の景色やひと・生き物 ほんとうに不思議。
どうなっているか わからないけど、
だからこその魔法？かも しれません。

 
２０１７年から 週３回upになりますが、「ふぇすたむ」は そのままです。

ﾌｧｲｯ＆ゆるっ！

 
それでは、ﾌｧﾝﾀｽﾃｨｯｸよき お年を…
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